
京
都
市
で
は
、
旧
京
北
町
と
の
合
併
を
契

機
に
、
市
内
産
木
材
の
供
給
対
策
や
需
要
拡

大
対
策
な
ど
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

京
北
森
林
組
合
が
林
業
・
木
材
産
業
構
造
改

革
事
業
を
導
入
し
整
備
を
進
め
て
き
た
木
材
製

材
施
設
が
、
本
年
３
月
完
成
し
ま
し
た
。
本
施

設
は
、
杉
丸
太
を
使
用
し
た
ト
ラ
ス
工
法
に
よ

る
木
造
平
屋
建
て
の
作
業
用
建
物
内
に
、
９
ｍ

材
な
ど
の
長
尺
・
大
径
材
に
も
対
応
で
き
る
自

動
送
材
車
付
き

帯
鋸
盤
の
ほ
か
、

木
材
の
強
度
と

含
水
率
を
測
定

す
る
グ
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
マ
シ
ン

を
装
備
し
て
お

り
、
近
年
の
木

材
需
要
に
対
応
し
た
高
品
質
な
木
材
製
品
の
安

定
的
な
供
給
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

隣
接
す
る
京
北
プ
レ
カ
ッ
ト
㈱
な
ど
関
連
施
設

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
市
内
産
木
材
の

供
給
拠
点
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
果
た
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
内
産
木
材
の
需
要
拡
大
対
策
と
し

て
、
京
の
山
杣
人
工
房
事
業
を
中
心
に
普
及
啓

発
な
ど
の
推
進
に
取
組
み
、
本
年
４
月
に
は
、

木
の
あ
る
暮
ら
し
を
提
案
し
、
木
材
の
活
用
を

実
践
す
る
『
京
山
々
・
木
の
家
づ
く
り
の
会
』

が
発
足
し
ま
し
た
。
同
会
は
、
森
林
組
合
や
建

築
事
務
所
・
工
務
店
・
不
動
産
仲
介
業
者
・
金

融
機
関
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
、
生
産
者
と
施

工
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
団
体
で
、
地
下
鉄

二
条
駅
南
西
に
あ
る
京
都
市
住
情
報
セ
ン
タ

ー
＆
総
合
住
宅
展
示
場
「
り
ぶ
ら
二
条
」
の
セ

ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
内
に
お
い
て
、
家
づ
く
り
に
関

す
る
様
々
な
相
談
受
付
の
ほ
か
、「
京
都
『
だ

い
す
木
！
』
家
づ
く
り
講
座
」
の
開
催
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
同
団
体
と
京
の
山
杣
人
工
房
の
連
携

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
、
市
内

産
木
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
を
、
一
層
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
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登
録
農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
記
載
の
あ
る
適
用
作
物
の
中
に

は
間
違
い
や
す
い
も
の
が
あ
り
ま
す
（
左
表
参
照
）。
作

物
名
等
が
似
て
い
て
も
使
え
る
農
薬
や
使
用
方
法
が
異

な
り
ま
す
の
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

※「本剤を施用した菜類は、間引き菜やつまみ菜として食用、飼料に供さないこと」
等の記載がある場合もありますので、使用する際には良くラベルを確認しましょう。
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電
気
柵
は
猪
・
鹿
等
の
有
害
鳥
獣
を
防
除
す
る
た

め
広
く
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
張
り
方
に
よ

っ
て
効
果
に
大
き
な
違
い
が
出
て
き
ま
す
。も
う
一
度
、

そ
の
仕
組
み
を
理
解
し
以
下
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

<
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
仕
組
み>

電
気
シ
ョ
ッ
ク
は
、

電
線
（
＋
極
）
と
地
面

（
－
極
）
を
鳥
獣
の
体

が
つ
な
ぐ
事
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①
　
体
毛
の
多
い
鳥
獣
は
通
電
し
に
く
い

の
で
電
線
は
動
物
の
鼻
先
（
感
電
し
や
す
い
）
が
当
た

る
高
さ
を
目
安
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
４
段
の
場
合
次

の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
地
面
か
ら
１５
〜
２０
、
４０
〜
５０
、

９０
〜
１００
、
１６０
〜
１８０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

ポ
イ
ン
ト
②
　
地

面
が
－
極
と
な
る

た
め
に
、
ア
ー
ス

棒
は
湿
っ
た
地
面

を
選
び
、
等
間
隔
に
深
く
地
面
に
し
っ
か
り

と
打
ち
込
み
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
③
　
上
下
ど
ち

ら
か
の
線
に
断
線
が
起
き

て
も
効
果
が
持
続
す
る
よ

う
に
線
同
士
を
結
び
ま
し

ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
④
　
凹
ん
だ
場

所
に
設
置
す
る
場
合
は
、

地
面
と
隙
間
を
作
ら
な
い

よ
う
に
碍
子
（
ガ
イ
シ
）

を
追
加
し
、
電
線
を
張
り

ま
し
ょ
う
。

農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
・
農
作
物
残
さ
の
農
地
で

の
焼
却
は
、「
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響

が
軽
微
で
あ
る
」
場
合
を
除
き
、
廃
棄
物
処
理
法
で
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
住
民
か
ら
農
作
物
残
さ
の
野
外

焼
却
に
つ
い
て
、
警
察
や
行
政
機
関
に
苦
情
が
入
る
と

指
導
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
夏
野
菜
の
処
理
等
農
作
物
残
さ
が
多
く
発

生
す
る
時
期
で
す
が
、
や
む
な
く
焼
却
す
る
場
合
に
は

周
辺
環
境
へ
充
分
に
注
意
・
配
慮
を
払
う
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。



京
都
市
で
は
、
心
身
の
充
実
、
健

康
保
持
、
生
き
甲
斐
づ
く
り
等
、
園

芸
活
動
の
有
効
性
に
注
目
し
、
平
成

１６
年
度
か
ら
『
園
芸
を
活
か
し
た
健

や
か
な
市
民
生
活
推
進
事
業
』
に
取

り
組
み
、
専
門
家
に
よ
る
検
討
会
、

園
芸
活
動
に
関
す
る
講
演
会
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

な
ど
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
３
月
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
京
の
園
芸
福
祉
研

究
会
』
を
事
業
主
体
と
し
て
、
全
て
の
市
民
が
障
害
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
園
芸
活
動
の
多
面
的
機
能
を
体
感

で
き
る
「
モ
デ
ル
農
園
」
を
伏
見
区
向
島
に
開
設
し
ま

し
た
。
農
園
の
面
積
は
１,１００
㎡
。
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
・
農
機

具
庫
・
ト
イ
レ
・
給
水
ポ
ン
プ
等
を
備
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
健
常
者
、
ひ
き
こ
も

り
経
験
者
な
ど
、
20
名
近
く
の
人

が
園
芸
福
祉
士
の
指
導
の
も
と
、

一
緒
に
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
の
世

話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
運
営
体
制
や
設
備

等
の
充
実
化
を
図
り
、
市
内
各
地

に
モ
デ
ル
農
園
を
整
備
し
て
い
く

予
定
で
す
。
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「
う
ち
は
、
そ
の
日
と
れ
た
も
の
し
か
売
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
は
上
鳥
羽
地
区
で

イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
組
む
木
下
尚
彦
さ
ん
。
直
売
所
は
、
新

鮮
な
イ
チ
ゴ
を
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
す
。

イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
組
ん
で
今
年
で
８
年
目
。
軟
弱
野
菜

栽
培
農
家
に
育
ち
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
は
就
農
せ
ず
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
な
が
ら
「
自
分
の
や
り
た
い
農
業
は
何

か
？
」
を
模
索
し
て
い
た
そ
う
で
す
。「
消
費
者
に
近
い

立
地
条
件
を
生
か
し
、
鮮
度
の
落
ち
や
す
い
も
の
を
よ
り

早
く
届
け
る
農
業
を
。
そ
れ
が
イ
チ
ゴ
で
し
た
。」
当
初

は
売
れ
残
り
な
ど
の
心
配
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
で

は
『
採
れ
た
て
の
イ
チ
ゴ
』
が
お
客
さ
ん
に
も
浸
透
し
、

信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

経
営
面
積
は
約
１６
ａ
。
こ
れ
ま
で
は
１
品
種
の
み
を
栽

培
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
新
し
く
２
品
種
を
取
り

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。「
実
は
、
苗
作
り
が
う
ま
く
い
か
ず
、

や
む
を
得
ず
新
し
い
品
種
を
取
り
入
れ
た
の
で
す
。」
し

か
し
、そ
の
こ
と
で
新
し
い
品
種
の
手
応
え
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
品
種
に
対
し
て
お

客
さ
ん
が
持
っ
て
い
た
感
想
な

ど
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き

た
そ
う
で
す
。「
ピ
ン
チ
は
チ

ャ
ン
ス
！
」
常
に
学
ぶ
姿
勢
が

木
下
さ
ん
の
経
営
を
支
え
て
い

る
の
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
木
下
さ
ん
は
「
考
え
方
の
違
っ
た
農
業
者
や
異

業
種
の
人
の
話
は
、
僕
の
頭
を
よ
り
柔
軟
に
し
て
く
れ
ま

す
。」
と
研
修
会
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
を
は
じ
め
、
京
都
市
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
等
の
団
体
に
お
い
て
、
農
業
経
営
改
善
等
の
研
修

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

認
定
農
業
者
に
有
利
な
農
業
制
度
融
資
が
ス
タ
ー
ト

認
定
農
業
者
の
支
援
対
策
の
一
環
と
し
て
、
農
業

者
向
け
制
度
融
資
で
あ
る
農
業
近
代
化
資
金
と
ス
ー
パ

ー
Ｌ
資
金
に
つ
い
て
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２２
年

３
月
３１
日
ま
で
に
認
定
農
業
者
が
５
百
万
円
以
上
の
融

資
決
定
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
貸
付
金
利
が
実
質
無

利
子
と
な
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。農

業
近
代
化
資
金
は
、
農
機
具
の
取
得
・
改
良
、

果
樹
等
の
永
年
性
作
物
の
購
入
、
生
産
や
経
営
管
理
の

合
理
化
な
ど
経
営
の
改
善
に
必
要
な
資
金
を
貸
付
け
る

融
資
で
、
償
還
期
間
は
最
大
１５
年
、
貸
付
限
度
額
は
１８

百
万
円
で
す
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
は
、
農
業
経
営
に
必
要
な
施

設
・
機
械
、
農
産
加
工
・
販
売
施
設
及
び
農
地
等
の

取
得
・
改
良
や
経
営
改
善
に
必
要
な
長
期
資
金
を
貸

付
け
る
融
資
で
、
償
還
期
間
は
最
大
２５
年
、
貸
付
限
度

額
は
１５０
百
万
円
（
無
利
子
対
象
は
１００
百
万
円
）
で
す
。



左
京
区
静
市
静
原
町
で
実
施
し
て
い
ま

し
た
基
盤
整
備
促
進
事
業
が
、
平
成
１８
年

度
の
換
地
処
分
を
も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。

当
地
域
で
は
、
昭
和
５７
年
度
〜
平
成
３

年
度
に
か
け
て
京
都
北
農
協
（
合
併
に
よ

り
現
、
京
都
中
央
農
協
）
が
事
業
主
体
と

な
り
、
区
域
面
積
２２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場

整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

残
る
未
整
備
区
域
の
農
家
か
ら
、
ほ
場
整

備
実
施
の
追
加
要
望
が
強
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
庫
補
助
事
業
が
再
編
さ
れ
、

小
規
模
な
受
益
面
積
で
の
実
施
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
当
地
区
の
２
期
目
の
ほ
場

整
備
事
業
と
し
て
、
受
益
戸
数
４９
戸
、
総

事
業
費
約
１４０
百
万
円
で
、

平
成
１２
年
度
か
ら
着
手
し

ま
し
た
。
区
域
面
積
９.５
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
う

ち
農
地
面
積
８.０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
ほ
場
整

備
工
事
、
暗
渠
排
水
工
事
、
頭
首
工
の
整

備
を
実
施
し
、
長
年
の
地
元
要
望
が
実
現

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
静
原
地
域
で
は
、
整
備
さ
れ
た

農
地
を
活
用
し
て
、
静
原
コ
ス
モ
ス
ト
ピ

ア
の
会
や
花
き
生
産
組
合
な
ど
と
連
携
し

た
「
花
の
里
」
づ
く
り
の
推
進
や
、
大
原

地
域
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
た
「
し
ず

は
ら
里
の
市
（
朝
市
）」
の
充
実
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
の
農
村
が
抱
え
る

人
口
の
減
少
、
担
い
手
の
高
齢
化
等
の
課

題
解
決
に
向
け
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
に
取
り
組
み
、
地
域
の
農
家
、

学
校
、
ＪＡ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
で
構
成
さ
れ
る
活
動

組
織
を
立
ち
上
げ
、
地
域

の
農
地
、
農
業
用
水
等
の

資
源
や
農
村
環
境
を
将
来

に
わ
た
っ
て
良
好
に
保
全

し
て
い
く
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

入
口
付
近
の
大
装
飾
で

は
写
真
の
よ
う
に
花
の
ア

ー
チ
を
く
ぐ
っ
た
り
、
手

の
込
ん
だ
装
飾
に
多
く
の

来
場
者
が
立
ち
止
ま
り
、

記
念
撮
影
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
会
場
で
は

力
作
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

作
品
や
花
き
農
家
の
丹
精

こ
め
た
花
が
と
こ
ろ
狭
し

と
並
び
、
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
は
府
立
桂
高
等
学
校
の

研
究
発
表
会
や
昨
年
好
評

だ
っ
た
親
子
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
連

日
開
催
す
る
な
ど
、
花
と

緑
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

催
し
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
花
と
緑
を
生
活

に
取
り
入
れ
る
た
め
の
情

報
発
信
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

4

相田地区

去
る
４
月
２１
日
・
２２
日
に
、
み
や
こ
め
っ
せ
（
京
都
市

勧
業
館
）
に
お
い
て
「
京
・
ゆ
め
・
花
文
化
」
〜
広
げ
よ
う

花
と
緑
の
輪
〜
を
テ
ー
マ
に
第
３８
回
花
と
緑
の
市
民
フ
ェ

ア
が
開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
計
２
万
１
千
２
百
人
の
市
民

の
来
場
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

第38回

花
と
緑
の
市
民
フ
ェ
ア
開
催

第38回

花
と
緑
の
市
民
フ
ェ
ア
開
催

澤田，谷ヶ市，築田，下ノ前地区 澤田，谷ヶ市，築田，下ノ前地区 


